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業績予想の修正に関するお知らせ  

最近の業績動向を踏まえ、平成24年５月15日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知
らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 356 15 15 15 4.63
今回修正予想(B) 403 22 19 17 5.23
増減額(B-A) 46 6 3 2
増減率(%) 13.1 44.1 24.9 13.0
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成24年3月期第2四半期）

329 11 10 10 2.98

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 628 12 13 12 3.76
今回修正予想(B) 692 23 20 18 5.52
増減額(B-A) 63 10 7 5
増減率(%) 10.1 84.5 57.1 46.9
（ご参考）前期実績 
（平成24年3月期） 575 5 7 5 1.65

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 1株当たり四半期純
利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 355 15 15 15 4.63
今回修正予想(B) 401 22 20 18 5.41
増減額(B-A) 46 7 4 2
増減率(%) 13.1 44.7 28.1 16.8
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成24年3月期第2四半期）

327 12 10 10 3.06

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 625 12 13 12 3.76
今回修正予想(B) 689 23 21 19 5.69
増減額(B-A) 63 10 8 6
増減率(%) 10.2 85.3 61.0 51.4
（ご参考）前期実績 
（平成24年3月期）

571 △0 1 1 0.35



（注）上記の予想は、当社が現時点で把握可能な情報から判断する一定の前提に基づいた見込みであり、多分に不確実 
な要素を含んでおります。 
実際の業績は今後様々な要因によって当社の見込みと異なるかもしれないことをご承知おきください。 

修正の理由 
（１）単独 
 第２四半期累計期間の売上高について、飲料事業では主力の麦茶は他社商品との競争激化が続き、厳しい収益環境を
見込んでいたものの、春と梅雨明けに気温の低い日が続くなどシーズン前半の天候不順の影響で、当社製品に限らず今
年は春夏商戦全般が不振だったことから、前年同期比11.6％の減収となりました。一方、ごぼう茶はネット口コミやマスコミ
報道などが追い風となり、リピーターも着実に増え商品として一定の地位を確保し、原料調達量の制約がある「ごぼうの皮
部分」を主原料に使用しているため、受注に対応しきれない状態が通期で続くヒットとなり、健康茶全般を大幅な増収に引
き上げたのみならず、麦茶の減収幅を大幅に上回る増収を見せ、飲料事業合計の売上高は24.9％の増収となりました。 
 珍味事業のビーフジャーキーは、堅調な自社ブランド品に加え、ＯＥＭ商品が駄菓子向けを中心に大幅に売上を伸ばして
今期も２桁の増収を続けており、第２四半期累計期間の売上高も前期比25.0％超の増収と、当初予想を上回りました。 
 損益面では上記の増収に加え、麦茶と比べ利益率の高いごぼう茶とビーフジャーキーが伸長したことから、営業利益、経
常利益、当期純利益とも当初予想を上回る見込みとなりました。 
 通期予想は、第２四半期までの予想修正に加え、下期の収益・損益について、ごぼう茶の増収、ビーフジャーキーの原料
牛肉の価格上昇などを織り込むなどの修正を若干加えております。以上より、上記の通り業績予想の修正を行います。 
 
（２）連結 
 連結対象である中国子会社は、生産する全商品を親会社向けに供給する生産子会社であるため、単独の業績予想の修
正に準じ、連結予想を修正いたします。 

以 上


